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(No.505) 第3話 毒物と生理的欲求 

－一タバコをやめられなくするニコチン依存症の素... 

 一旦タバコを吸い始めると、ほとんどの人は毎日吸い続けなければ生活で

きなくなります。しかも一日に何本も吸いたくなってしまいます。これは、

タバコに含まれるニコチンと言われる成分のせいなのです。では、ニコチン

とはどういう物質なのでしょう。  

 「毒物及び劇物取締法」という法律を知っているでしょうか。毒物や劇物

の製造・販売をとりしまる法律で、それらを取り扱う事業所には「毒物劇物

取扱者試験」に合格した毒物劇物取扱責任者がいなければなりません。じつ

は、この法律が毒物として指定している物質のなかにニコチンが含まれてい

るのです。ニコチンは法律で毒物に指定されているほど危険で、例えば、不

用意に放置したタバコを乳幼児が口にすると死亡する事もあるほどです。   

(No.506) 第4話 ４５分毎のイライラ 

－ニコチン依存症になるとほぼ４５分毎にニコチン切れ... 

 タバコを吸うとその煙に含まれるニコチンの作用で、ドーパミンという快

感を与える物質が脳内に発生します。ほとんどの人はこの快感に依存してし

まい、頻繁にニコチンを生理的に欲求し続けます。 

 どうして頻繁に欲しくなるのかというと、左図を見てください。タバコを

吸うと血液中のニコチン濃度が高くなります。濃度がピークに達している間

ドーパミンが発生するので「タバコがおいしい」と思い込んでしまいます。 

(No.507) 第5話 ニコチンは浪費のもと 

－ニコチン依存症になるとタバコのために時間と労力が奪われ... 

 ニコチン依存症になると、毎日ニコチン切れによるイライラに苦しめられ

続けます。それも一日一回ではすみません。その周期は前回紹介したとおり

４５分程度ですから、起床して就寝するまで１６時間だとすると毎日だいた

い２０回はタバコを吸ってイライラを沈めたくなります。だからかどうかわ

かりませんが、タバコ一箱はちょうど２０本入りなのです。 

 ところが、現実にはそんなに頻繁にタバコを吸えません。今どき、仕事場

に灰皿があって好きな時にタバコに火をつけられる職場は、ほとんどありま

せんからね。たいていは、仕事場に煙やニオイが届かない離れた場所か、密

閉された喫煙場所でないとタバコが吸えないようになっています。それどこ

ろか私たちの学校のように、喫煙場所が一切ない敷地内禁煙の事業所も当た

り前になってきています。だから、喫煙者にとっては「早くタバコを吸いた

い」とイライラしながら作業する時間が長くなるのです。 

(No.508) 第6話 タバコさえ 

－こういう事実があることを知っておいてもらいたい... 

 左の写真は、フロリダで幸せに暮らしていた親子です。撮影された１９９

９年３月２９日には、息子を片手で抱きあげた精悍な父親のブライアンが

映っています。ところが、その直後の４月２日に肺がんを発病、それから

たった２ヶ月後、下の写真のような姿となり６月３日に亡くなりました。５

月１０日に３４歳になったばかりでした。 
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